
知
訥

に
於
け
る

『華
厳
論
節
要
』
の
意
味

中

島

志

郎

高
麗

の
普
照
国
師
知
訥

(
1
1
5
8
-
1
2
0
9

)
は
多
く
の
著

述
を
残
し
た

が
、
知
訥

の

「丁
卯

(
1
2
0
7

)
正
月
八
日
」
の
自
序
を
持

つ

『華
厳
論

節
要
』

(以
下

『節
要
』)
三
巻
は
李
通
玄

(
6
4
6
-
7
4
0

)
『
新
華
厳
経
論
』

(以
下

『
華
厳
論
』
)
四
十
巻
の
節
要
と
し
て
、
知
訥
の
禅
思
想
の
教
学
的

背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
な

一
書
で
あ
る
。
序
が
記
さ
れ
た
丁
卯
年
、

熙
宗
三
年

(
1
2
0
7

)
は
知
訥
の
最
晩
年
と
言
え
、
同
時
期
に
は
他
に

『法

集
別
行
録
節
要
並
入
私
記
』
(以
下

『入
私
記
』)
や
、
没
後
に
発
見
され

た

『
円
頓
成
仏
論
』
(以
下

『成
仏
論
』)
『看
話
決
疑
論
』
が
有
り
、
『
節

要
』
も
思
想
的
円
熟
期
を
む
か
え
た
最
晩
年
の
著
述
の
文
脈
の
内
に
有

る
。
本
稿
で
は
、
知
訥

の
思
想
に
於
け
る

『節
要
』
の
持
つ
意
味
を
検

討
し
、
知
訥
に
於
る
李
通
玄

の
華
厳
思
想
の
影
響
を
考
え
る
基
礎
作
業

と
し
た

い
。

さ
て

『節
要
』
序
文
は
冒
頭
に
、
「大
定
乙
巳

(
1
1
8
5

)
秋
月

余
始

隠
居
下
何

山
、
.
.
.
退
帰
山
中
、
坐
閲
大
蔵
。
求
仏
語
之
契
心
宗
者

凡

三
周
寒
暑

。
至
閲
華
厳
経
出
現
品

(
T
1
0
,
2
7
2
c
-
2
7
3
a

)
挙

一
塵
含
大

千
経
巻
之
喩
、
後
合
云
、
如
来

智
慧

亦
復

如

是
、
具
足
在
於
衆
生
身

中
。

但
諸
凡
愚
不
知
不
覚
。
」

(『韓
国
仏
教
全
書
』
第
四
冊

以
下
恩

と

略
。
k
4
,
7
6
7
c

)
と
記

し

て
、

山
居
修
道
中

で
の

『華
厳
経
』
と
の
因

縁
を
感
慨
深
く
述
べ
る
が
、

一
方
で
李
通
玄

『華
厳
論
』
と
の
出
会
い

の
時
期
は
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
知
訥
の
新
仏
教
運
動

を
宣
言
し
た

『勧
修
定
慧
結
社
文
』
(
1
1
9
0

)
に
は
既
に
随
所
に

『華
厳

論
』
の
引
用
が
見
ら
れ
、
『
成
仏
論
』
の
中
で
も
、
「予
笑
日
、
山
僧
少

投
祖
域

所
習
各
異
。
…
但
修
禅
余
暇

偶
得
華
厳
新
論
。
轍
有
翫
味

処
。
今
試
語
汝
。
」
(
k
4
,
7
2
4
b

)
と
述
べ
て
お
り
、
先
の

『
節
要
』
序
文

と
照
ら
す
に
、
大
蔵
経
を
読
破
し
た
三
年
間

の
内
に

『華
厳
論
』
を
見

出
し
た
と
考
え
ら
れ
、
李
通
玄

へ
の
関
心
は
若
年
の
修
道
期
よ
り
存
在

し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
後
も

『
成
仏
論
』
を
始
め
、
『
入
私
記
』

『
看
話
決
疑
論
』
に
も

『華
厳
論
』
引
用
が
見
ら
れ

る
等
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
李
通
玄
に
学
び
、
『節
要
』
に
至
る
の
で
あ
る
。

知
訥
の
思
想
は
、
先
づ
教
学
的
に
は

『
節
要
』
序
に
も

「世
尊
説
之

於
口
即
為
教
、
祖
師
伝
心
於
之
即
為
禅
。
仏
祖
心
口
、
必
不
相
違
、
豊

可
不
窮
根
源
而
各
安
所
習
。
妄
興
諄
論
、
虚
喪
天
日
耶
。
」
(
k
4
,
7
6
8
a

)

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月
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知
訥

に
於
け

る

『
華
厳
論
節
要
』

の
意
味

(
中

島
)

と
、

い
わ
ゆ
る
教
禅

一
致
説
に
立
ち
、
修
道
体
系
と
し
て
は
、
後
述
す

る
よ
う

に
頓
悟
漸
修
説
を
唯
え
た
。
知
訥
は
、
著
述
の
随
所
で
頓
悟
漸

修
、
先
悟
後
修
の
修
道
体
系
を
宣
揚
し
、
と
り
わ
け

『
入
私
記
』
で
宗

密
の
頓
悟
漸
修
説
を
克
明
に
辿
る
形
で
詳
説
し
て
お
り
、
そ
の
所
説
は

い
つ
れ
も

一
貫
し
て
圭
峰
宗
密
の
大
き
な
影
響
下
に
あ

っ
た
こ
と
は
周

知
の
所
で
あ
る
。
し
か
し
単
い
宗
密
の
復
唯
に
留
ま

っ
て
い
た
の
で
は

な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
全
体
と
し
て
頓
悟
漸
修

(解
悟
漸
修
)、
先
悟
後

修
の
論

理
の
骨
格
を
宗
密
か
ら
継
承
し
な
し
な
が

ら
、
『
華
厳
論
』
か

ら
大
慧

宗
呆
の
看
話
禅

(知
訥
自
身
は
径
載
門
と
言
う
)
を
段
階
的

に
配

置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
頓
悟
漸
修
の
論
理
に
摂
取
し
て
行
く
と
言
う
。
新

た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
頓
悟
を
め
ぐ

っ
て
知
訥

は
李
通
玄
に
依
拠
す
る
形
で
宗
密
か
ら

一
歩
を
進
め
る
。
李
通
玄
は
宗

密
と
は
別
の
意
味
で
、
知
訥
の
頓
頓
思
想
の
根
源
を
成
し
て
い
る
と
言

え
る
。
以
下
、

こ
の
点
を
直
接
、
知
訥

の
著
述
中
に
尋
ね
て
見
よ
う
。

先
づ
、
知
訥
の
頓
悟
の
内
容
を
え
る
時
、

『修
心
決
』
(撰
述
年
不
詳
。

李
鐘
益
説
で
は
四
十
一
歳
以
降
と
す
る
)
の
所
説
を
見
る
に
、

「答
、

頓
悟
者
、
凡
夫
迷
時
、
四
大
為
身
、

妄
想
為
心
。

不
知
自
性

是
真
法
身
、
不
知
自
己
霊
知
是
真
仏
。
心
外
覓
仏
、
波
波
浪
走
。
忽
被

善
知
識
指
示
入
路
、

一
念
廻
光
、

見
自
本
性
。

而
此
性
地
、

元
無
煩

悩
、
無
漏
智
性
、
本
自
具
足
。

即
与
諸
仏
分
毫
不
殊
。

故
云
頓
悟
。
」

(
k
4
,
7
0
9
c

)
と
あ
り
、
実
は
宗
密
の

『斐
休
拾
遺
文
』
及
び

『
都
序
』

の
所
説
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
と
言
え
、
宗
密

の
頓
悟
説
を

ま
だ
幾
ば
く
も
越
え
て
は
い
な
い
。

即
ち
知
訥
は

『節
要
』
序
に
於
て
、
華
厳
経
出
現
品
の
語
を
閲
し
た

感
激
を
述
べ
た
後
に
続

け

て
、
「
然
未
詳
今
日
凡
夫
最
初
信
入
之
門
。

又
閲
李
長
者
所
造
華
厳
論
釈
十
信
初
位
云
、
覚

首
菩
薩
者
有
三
。

一
覚

自
身
心
本
是
法
界
白
浄
無
染
故
。

二
覚
自
身
心
分
別

之
性
、

本
無
能

所
、
本
来
是
不
動
智
仏
。
三
覚
自
心
善
簡
択
正
邪
妙
慧

是
文
殊
師
利
。

於
信
心
之
初

覚
此
三
法
、
名
為
覚
首
(
T
3
6
,
8
1
5
a

)。
又
云
、
従
凡
入

十
信
難
者
、

総
自
認
是
凡
夫
、

不
肯
認
自
心
是
不
動

智
仏

故
」
(
K
4
,

7
6
7
c
-
7
6
8
a
/
T
3
6
,
8
1
9
a
-
2
1

)
と
記
す
が
、
知
訥
は
こ
こ
に
於
て
、
「然

る
に
未
だ
今
日
凡
夫
は
最
初
信
入
之
門
を
詳
か
に
せ
ず
」
と
言

っ
て
、

「十
信
の
初
位
」
に
於
て

「凡
従
り
十
信
に
入
る
は
難
き
を
明
す
と
は
、

総
じ
て
自
ら
認
め
て
是
れ
凡
夫
と
な
し
、
自

心
の
是
れ
不
動
智
仏
な
る

を
認
め
る
こ
と
肯
わ
ざ
る
」
(
T
3
6
,
8
1
9
a

)
と
言
う
点
に
問
題
の
所
在
を

見

い
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
に

『成
仏
論
』
に
於
て
も
、
『
華
厳
論
』
の
性

格

を
端
的
に
述

べ
て
、
「詳
夫
論
主
旨
趣
、
要
以
分
析
華
厳
大
義
、
令
末
世
大
心
凡
夫
、

於
生
死
地
面
上
、
頓
悟
諸
仏
不
動
智
、
以
為
初
悟
発
心
之
源
也
。
」
(
K
4
,

7
2
4
b

)
と
規
定
し
て
い
る
。
更
に

『
成
仏
論
』
は
、

続
け
て

「
是
故
第

二
会

以
普
光
明
智
為
殿
名
、
説
十
信
法
門
、
直
示
如
来
普
光
明
智
大

用
無
方
重
重
無
限
、
以
為
信
心
。
又
挙
十
色
世
界
、
十
智
如
来
、
十
首

菩
薩
表
法
示
之
、
令
其
易
解
。
先
挙
東
方
金

色
世
界
。
令
発
心
者
、
信

是
自
己
白
浄
無
垢
法
身
之
理
也
。
本
所
事
仏
、
是
不
動
智
仏
、
直
信
自
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己
無
明
分
別
之
種
、
本
是
諸
仏
不
動
智
也
。
上
首
菩
薩
是
文
殊
師
利
、

直
信
自

己
根
本
智
中
、
善
棟
択
無
相
妙
慧
也
。

一
切
衆
生
聞
此
普
法
、

発
心
之
者

=

自

具
如

是
之

法
。
故
光
明
覚
品
云
、

一
切
処
金
色
世

界
、

一
切
処
不
動
智
仏
、

一
切
処
文
殊
師
利
。
具
如
論
中
広
明
」
(
k
4
,
7
2
4
b
/
T
3
6
,
7
6
8
b
/
8
1
8
b
)

と
か
、
「如
経
中
自
明
、
此
経
不
爾
。
以

一

切
衆
生
従

一
切
諸
仏
根
本
智
生
、
還
以
根
本
普
光
明
智
、
為
発
菩
提
心

之
初
也
」
(
k
4
,
7
2
5
c

)
と
言
い
、
「諸
仏
の
不
動
智
を
頓
悟
せ
し
め
、
以

て
初
悟
発
心
の
源
と
為
」
今
し
て

「
日
凡
夫
の
最
初
信
入
之
門
を
詳
か

に
」
す

る
と

言
う

主
張

は
、
『
成
仏
論
』
の
随
所

(

k
4
,
7
2
6
c
/
7
3
0
a
/
7
3
1
a

)

に
見

い
だ
す
が
出
来
る
が
、
こ
れ
こ
そ
知
訥
が

『華
厳
論
』
に

見
出
し
た
頓
悟

の
要
諦
で
あ
り
、
「自
心

の
是
れ
不
動
智
仏
な
る
」
こ

と
が
、
知
訥
の
頓
悟
漸
修
説
の
頓
悟
=
先
悟
の
内
容
を
な
し
て
い
る
こ

と
が
解

か
る
。

こ
の
語
は
、
『
華
厳
論
』
「十
地
品
第
二
十
六
」
第
三
叙
其
昇
進
次
第

に
三
門

を
立
て
る
中
、
二

明
三
乗
十
地
同
異
」
(
T
3
6
,
8
7
1
a
b

)
に
出

る
。
趣
意
は
十
地
と
言

っ
て
も
三
乗
の
十
地
と

一
乗
の
十
地
は
、
は
る

か
に
異
り

一
乗
即
ち
華
厳
教
の
十
地
こ
そ
十
信
の
位
に
自
心
と
不
動
智

仏
の
不
二
を
信
じ
さ
せ
、
そ
れ
に
依

っ
て
修
行
を
進
め
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
説
く
。

つ
ま
り
知
訥
は
以
上
の
様
な
文
脈
の
上
に

『
華
厳

論
』

の
思
想
的
な
意
味
を
、
「諸
仏
の
不
動
智
を
頓
悟

せ
し

め
、
以
て

初
悟
発

心
の
源
と
為
」
し
て

「今
日
凡
夫
の
最
初
信

入
之

門

を
詳

か

に
」
す
る
こ
と
に
見
て
取
り
、
そ
し
て
、

こ
の

「
自
心
の
是
れ
不
動
智

仏
な
る
。
」
(
T
3
6
,
8
1
9
a

)
「乗
十
地
と
は
、
十
信
の
心
よ
り
自
心
の
根
本

無
明
は
分
別
見
を
具
す
る
も
、
便
ち
不
動
智
仏
な
り
と
信
ず
。
」
(

T
3
6
,
8
7
1
a

)
と
言
う
思
想
に
依

っ
て
、

独
自
の
頓
悟
漸
修
説

の
形
成
に
向
か

う
。知
訥
の
言
う
所
、
末
世
の
大
心
凡
夫
の
初
発
心
の
信
地
、
即
ち

「十

信
初
心
の
凡
夫
之
位
」
に
於
て
、
「無
明
住
地
煩
悩
を
以
て
便

ち
諸
仏

不
動
智
と
為
す
」
こ
と
を
信
解
す
る
の
が
頓
悟

で
あ

る
。
『
成
仏
論
』

が

「諸
仏
の
不
動
智
を
頓
悟
せ
し
め
、
以
て
初
悟
発
心
の
源
」
と
す
る

と
言
い
、
「禅
門
宗
師
の
対
機
門
中
…
只
だ
学
者

を

し
て
、
自
性
を
返

照
せ
し
む
る
を
要
と
為
す
」
(
K
4
,
7
2
9
b

)
と
言
う
の
は
、
つ
ま
り
は
「
十

信
初
心
の
凡
夫
之
位
」
と
し
て
の
頓
悟
=
先
悟
=
解

悟

の
意
味

で
あ

り
、
十
信

の
初
位

に
存
在
す
る
頓
悟

で
あ

り
、
「漸
修

の
功
に
由

っ
て

至
り
て
然
る
後
に
悟
る
に
非
ざ
る
也
」
と
言
う
の
は
、
こ
の
頓
悟
が
後

悟

の
証
悟
で
は
な
い
解
悟
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

『
修
心
訣
』
で
は

『
伝
燈
録
』
巻
十
三
の
宗
密
の
語
を
引

い
て

「故

圭
峰
、
深
明
先
悟
後
修
之
義
日
、
蔵
氷
池
而
全
水
、
借
陽
気
以
鋳
消
。

悟
凡
夫
而
即
仏
、
資
法
力
以
薫
修
。

氷
消
則

水
流
潤
、

方
呈
概
蘇
之

功
。
妄
尽
則
心
霊
通
、
応
現
通
光
之
用
」
(
K
4
,
7
0
9
b

)
と
言
い
、

「汝
若
信
得

及
、
疑
情
頓
息

、
出
丈
夫
之
志
、

発
真
正
見
解
、

親
嘗
其
味

、

自
到
自
肯
之
地
、
則
是
為
修

心
之

人
、
解
悟
処
也
。
更
無
階
級
次
第
、
故

云

頓
也
。
如
云
於
信
因
中
、
契
諸
仏
果
徳
、
分
毫
不
殊
、
方
成
信
也
。
問
、
既

悟
此
理
、
更
無
階
級
、
何
仮
後
修
、
漸
黒
漸
成
耶
。
答
、
悟
後
漸
修
之
義
、

知
訥
に
於
げ
る

『華
厳
論
節
要
』
の
意
味

(中

島
)

3



知
訥

に
於
け

る

『
華

厳
論
節
要
』

の
意
味

(中

島

)

前
已
具
説
。
而
復
疑
情
未
釈
、
不
妨
重
説
。

・
・・錐
到
今
生
、
頓
悟
自
性
、
本

来
空
寂
、
与
仏
無
殊
、
而
此
旧
習
、
卒
難
除

断
。
・
・
・
如
云
頓
悟
、
雖
同
仏
、

多

生
習
気
深
。
風
停

波
尚
湧
、
理
現
念
猶

侵
」
(
K
4
,
7
1
1
a
-
b

)

と
、
述
べ
て
頓
悟
が
解
悟
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
多
生

の
習
気

を

払
う

「
頓
悟
漸
修
」
に
帰
着
す
べ
き
を
言
う
の
は
同
様

で
あ

る
が
、
「修
心

訣
』
(
K
4
,
7
0
9

)
の
頓
悟
が
宗
密
の

『都
序
』
「若
頓
悟
自

心

本
来

清

浄
、
元
無
煩
悩
、
無
漏
智
性
、
本
自
具
足
、
此
心
即
仏
、
畢
竟
無
異
、

依
此
而
修

是
最
上
乗
禅
」
(鎌
田
本
p
2
3)
や
、
『
拾
遺
文
』
「
頓
頓
者

謂
無
始
迷
倒
認
此
四
大
為
身
、
妄
想
為
心
、
通
認
為
我
・
・
・
、
忽
悟
霊
霊

知
見
、
是
自
真
心
、

心
本
空
寂
、

無
辺
無
相
、

即
是
法
身
、

身
心
不

二
、
是
為
真
我
、
即
与
諸
仏
、
分
毫
世
殊
、
故
云
頓
也
」
(前
同
p
3
4
2)

等
、
「凡
夫
の
即
ち
仏
な
る
を
悟

つ
て
、
法
力
に
資

つ
て
以

っ
て
薫
修

す
」
と
言
う
だ
け
で
あ
る
の
に
対

し

『成
仏
論
』
に
は
頓
悟

(解
悟
)

の
内
容
と
し
て

『華
厳
論
』

の
、
衆
生
心
が
即
ち
不
動
智
仏
で
あ
る
と

言
う
主
張
が
、
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の

で
あ
る
。

知
訥

は
宗
密
の
頓
悟
漸
修
説
に
な
ら

っ
て
悟
に
依

っ
て
修
す
る
立
場

を
採
る
が
、
『
節
要
』
は

『
成
仏
論
』
と
相
補

っ
て
、
『
華
厳
論
』
の
説

く

「根
本
無
明
即
不
動
智
仏
」
を
頓
悟
の
内
容
と
し
て
取
り
出
し
、
修

道
体
系

の
根
底
に
据
え
ん
と

す

る
。
『華
厳
論
』
の
意
味
を

「末
世
の

大
心
凡
夫
」
の

「初
悟
発
心
の
源
」
を
説
き
明
か
す
点
に
認
め
る
知
訥

は
、
初
悟
発
心
と

し

て

の

「衆
生
即
不
動
智
仏
」
「根
本
無
明
即
不
動

智
仏
」
を
頓
悟
す
る
、
李
通
玄
思
想
と
そ
の
背
後

の

『華
厳
経
』
に
い

わ
ば
経
証
を
求
め
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
『節
要
』
は
構
成
上

「仏
華
厳
経
世
主
妙
厳
品
第

一
」
即
ち
、
『
華
厳
論
』

の
玄
談
部
分
の
十

門
が
圧
倒
的
分
量
を
占
め
、
全
三
巻
の
巻

一
全
部
、
巻
二
の
三
分
之
二

を
占
め
て
い
る
。
『韓
国
仏
教
全
書
』
(
k
4)
か
ら
詳
し
く
玄
談
十
門
部

分
の
分
量
を
示
す
と
、
第

一
依
教
分
宗
（
k
4
,
7
6
9
B
-
7
8
4
a

)
第
二
明
依

宗
教
別

(
k
4
,
7
8
4
b)
第
三
明
教
義
差
別

(
k
4
,
7
8
7
b
-
8
0
7
b
)

第

四
明
成
仏
同
別

(
P
P
8
0
7
b
-
8
0
9
b
)

第
五
明
見
仏
差
別
以
下
第
九
明
因
果

延
促

(
k
4
,
8
0
7
b
-
8
1
2
c

)
第
十
明
会
教
始
終

(
k
4
,
8
1
2
c
-
8
1
9
a

)
と
な

り
、
『華
厳
論
』
の
玄
談
各
部

の
分
量
に
対
応

し
て
第

一
依
教
分
宗
、

第
二
明
依
宗
教
別
、
第
三
明
教
義
差
別
と
第
十
明
会
教
始
終

に
紙
幅
の

多
く
が
割
か
れ
て
い
る
が
、
凡
夫
か
ら
十
信

の
初
位

に
登

る
所

に
、

「
衆
生
即
不
動
智
仏
」
を
頓
悟

す

る
と
言
う
、
解
悟

の
解
明
と
そ
の
経

証

(華
厳
経
)
に
知
訥

の
中
心
課
題
が
あ

っ
た

点

を
考

え
る
と
、
『節

要
』
の
構
成
上
、
「世
主
妙
厳
品
」
が
圧
倒
的
分
量
を
占

め
る

理
由
も

こ
こ
に
あ

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
。
十
信
の
終
心
に
因
円

満

し
、
「初
住

成
仏
」
の
果
徳
円
満
を
言
う
李

通

玄

の
華

厳

思
想

に
沿

っ
て
言
っ
て

も
、
「先
づ
聞
解
を
以
て
信
入
し
後
に
無
思
を
以
て
契
同
す
」
の
語
は
、

聞
解
に
依
る
初
悟
は
解
悟
で
あ
り
、
そ
の
解
悟
に
依

っ
て
修
行
が
あ
る

と
言
う

「
頓
悟
漸
修
説
」
で
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て

一

見
、
『
節
要
』
で
は
李
通
玄
の
構
想
は
無
視
さ
れ
た
か
に
見

え
る
が
、

知
訥
の
思
想
構
造
が
大
き
く
は
李
通
玄
に
依

る

『華
厳
経
』
自
体

の
構
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造
の
把
握
、
即
ち

「入
法
界
品
三
十
九
」
を
正
宗
品
と
し
、
善
財
童
子

の
修
行
を

コ

生
成
仏
」
と
す
る
理
解
に
依
り
、
ま
た

「十
地
品
二
十

六
」

の
理
解

に
見
え
る
よ
う
に

一
乗
十
地
は
十
信
の
心
に
す
ら
凡
聖

一

体
同

一
智
慧
を
見
る
点
で
、
序
分
た
る

「世
主
妙
厳
品
」
に
紙
幅
が
割

か
れ
た
と
は
言
え
、
や
は
り
李
通
玄
思
想
の
要
諦
把
握
し
、
不
動
智
仏

が

「頓
悟
」
の
根
本
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

知
訥

は
宗
密
の
頓
悟
漸
修
と
言
う
論
理
構
造
の
上
に

『
華
厳
論
』
を

位
置
付
け
る
こ
と
で
、
「
頓
悟
」
の
内
容
を
更
に
具
体
化
、
実
践
化
し
、

禅
と
李
通
玄
思
想
の
結
び
つ
き
を

一
つ
の
鮮
明
な
形
に
示
し
た
。
更
に

『
華
厳
論
』
の
構
造
は
、
と
り
わ
け
大
慧
禅
を
頓
悟
漸
修
の
漸
修

(後
修
)

と
し
て
、
看
話
工
夫
の
修
道
方
法
と
し
て
位
置
付
け
、
当
時
最
も
新
し

い
思
想
課
題
と
し
て
、
李
通
玄
の
華
厳
思
想
と
大
慧
の
看
話
禅
を

「頓

悟
漸
修
」
の
論
理
構
造
の
上
に
矛
盾
な
く
統
合
す
る
独
自
の
論
理
を
実

現
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
知
訥
は
看
話
禅
と
頓
悟
漸
修
説
を
如
何
な
る
関
係
と
し
て
理
解

し
た
か
。
今
は
詳
論
で
き
な
い
が
、
要
点
を
記
せ
は

『
看
話
決
疑
論
』

に
引
く

『華
厳
論
』
十
七
の

「先
づ
聞
解
を
以
て
信
入
し
後
に
無
思
を

以
て
契

同
す
」
(
k
4
,
7
3
3
b
/
7
3
6
b
.
T
3
6
,
8
3
4
b
/
7
3
3
b
/
7
3
5
b

)
は
、
信
か

ら
証

へ
の
成
就
を
説
く
文
脈
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
同
書
は
大

慧
の
禅
を
、

「禅
宗
径
裁
門
」
と
規
定
し
て
頓
教
と
不
同
、

円
宗
よ
り

遥
か
に
速
や
か
な
る
こ
と
を
強
調
し

(
k
4
,
7
3
4
c

)、
し
か
も
十
種
知
解

の
病
を
破
す
る
棒
、
喝
こ
そ

「無
思
を
以
て
契
同
す
る
」
段
階
と
理
解

す
る
。

つ
ま
り
李
通
玄
の

「後
に
無
思
を
以

て
契
同
す
」
と

は
、
「無

分
別
智
」
を
得
て

「教
外
別
伝
は
教
乗
を
週
出
し
て
、
浅
識
者
の
能
く

堪
任
す
る
所
に
非
」
(
k
4
,
7
3
6
b

)
ざ
る
段
階
に

当
り
、
知
訥
が
独
自
の

内
容
を
込
め
た
臨
済
禅

の
三
玄
門

(体
中
玄
、
句
中
玄
、
玄
中
玄
)
の
体

系

に
言
う

「玄
中
玄
」
(
k
4
,
7
2
8
b
/
7
3
4
c

)
の
段
階

に
も
相
当
す
る
と

理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
知
訥
に
於
け
る
大
慧
と
看
話
禅
の
位
置
づ
け

を
考
え
る
の
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

知
訥

に
於
け

る

『
華
厳

論
節
要
』

の
意
味

(中

島
)

(注
略
)

〈
キ
ー
ワ
!
ド
〉

知
訥
、
頓
悟
漸
修
、
李
通
玄

(
花
園
大
学

講
師
)
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